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下
館
河
川
事
務
所
管
内
に
お
い
て
は

、

多
く
の
建
設
関
係
企
業
が

、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
社
会

貢
献
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す

。

 
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

グ
ル
ー

プ

（
宇
都
宮

市
平
井
出
工
業
団
地

）
は

、
減
ら
な
い
河

川
に
投
棄
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
解
決
策
と
し

て

、
子
供
達
に
環
境
教
育
を
行
い

、
河
川

愛
護
の
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て

、
平
成
五
年
よ
り
鬼
怒
川
石
井
緑
地
運

動
公
園
付
近
に
お
い
て

｢

菊
池
グ
リ
ー
ン

カ

ッ
プ
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会

｣

を
主
催
し

大
会
の
中
で

、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施

し
て
い
ま
す

。

 
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に

　
ポ
イ
捨
て
に
イ
エ
ロ
ー

カ
ー

ド

　
不
法
投
棄
に
レ

ッ
ド
カ
ー

ド

　
き
れ
い
な
川
は
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー

か
ら

を
掲
げ

、
参
加
者
と
と
も
に
ゴ
ミ
拾
い
を

実
施
し
て
い
ま
す

。
第
十
四
回
と
な
る
今

年
は

、
七
月
二
〇
日
四
五
七
人
が
参
加
し

実
地
さ
れ
ま
し
た

。
参
加
者
か
ら
は
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
こ
と
の
大
切
さ
や
子
供
達
と

の
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
取
組
に
賛
同
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。

　
今
年
七
月
･
八
月
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

参
加
者
は
約
一
万
三
千
人
と
な
り
ま
し
た

が
そ
の
内
約
三
千
人
の
子
ど
も
達
の
参
加

は
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
の
参
加

に
よ
る
も
の
で
す

。
地
域
と
一
体
と
な

っ

た
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
取
組
が
川
を

美
し
く
保
つ
為
に
大
き
く
役
立

っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

。

き
ぬ
こ
か
い
新
聞
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地
域
と
と
も
に

 

建
設
業
界
の
社
会
貢
献
活
動

  下館河川事務所では、下記の出前講座を開設しています。皆様からのご依頼に応じてお伺いしま
す。講演料は無料となっていますので、学校の総合学習や市民講座等の生涯学習にご活用下さい。
皆様からのご依頼お待ちしています。

講座名   ★河川の環境   ★河川の管理   ★川の歴史   ★川の利用

問い合せ先 : 調査課  (0296-25-2171)

KIKUCHI-GROUP ＨＰより

クリーン大作戦

上
三
川
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

桃
畑
緑
地
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
オ
ー
プ
ン

 
桃
畑
緑
地
公
園

（
鬼
怒
川

）
軟
式
野
球

場
南
側
に

「
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
広
場

」
が
新

た
に
設
け
ら
れ

、
九
月
一
日

（
火

）
よ
り

オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た

。
使
用
料
は
無

料
で

、
予
約
も
不
要
で
す
の
で

、
気
軽
に

レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
や
憩
い
の
場
と
し
て
是

非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い

。
な
お

、
利
用

に
あ
た

っ
て
は
次
の
注
意
事
項
を
守

っ
て

下
さ
い

。

　
①
火
の
始
末
を
き
ち
ん
と
し

、
火
が
鎮

　
　
火
し
た
の
を
確
認
す
る
こ
と

　
②
キ

ャ
ン
プ
や
花
火
は
行
わ
な
い
こ
と

　
③
河
川
の
増
水
時
は

、
早
急
に
避
難
す

　
　
る
こ
と

　
④
後
片
付
け
を
き
ち
ん
と
し

、
ゴ
ミ
等

　
　
は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と

問
い
合
せ
先

　
上
三
川
町
役
場
都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

 

（
〇
二
八
五
ー
五
六
ー
九
一
四
一

）

コ
ス
モ
ス
が
見
頃
を
迎
え
て

い
ま
す

 
小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
花
畑

（
南
側

）

（
下
妻
市
堀
篭
一
六
五
〇
ー
一

）
で
は

、

コ
ス
モ
ス
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す

。

赤

、
赤
紫

、
白

、
桃

、
黄
な
ど
様
々
な
色

が
楽
し
め
ま
す

。
秋
風
に
ゆ
れ
る
百
万
本

の
コ
ス
モ
ス
を
眺
め
な
が
ら

、
散
策
を
お

楽
し
み
下
さ
い

。

 

花
摘
み
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
二
年
度
「
き

れ
い
な
川
と
暮
ら
そ

う
」
基
金
募
集
中

 

「
き
れ
い
な
川
と
暮
ら
そ
う

」
基

金
は

、
き
れ
い
な
川

、
親
し
め
る
川

と
共
に
暮
ら
す
た
め

、
川
や
水
辺
で

水
資
源
確
保
・
河
川
美
化
清
掃
・
水

質
保
全
な
ど
の
水
環
境
保
全
活
動
を

行

っ
て
い
る
学
校
や
市
民
団
体
に
対

し

、
活
動
資
金
を
助
成
す
る
も
の
で

す

。

　
◎
募
集
期
間

　
　
七
月
七
日

（
火

）
～

　
　
　
　
十
一
月
三
十
日

（
月

）

　
◎
助
成
交
付
金

　
　
最
大
　
一
〇
〇
万
円

募
集
要
領
の
詳
細
は
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ご
参
照
下
さ
い

。

アドレス　　http://www.japanriver.or.jp/kireinakawa/index.htm

 
豆
知
識

（
初
級
編
②

)

 
 

流
域
知

っ
て
ま
す
か
？

 
雨
や
雪
が
そ
の
川
に
流
れ
込
む
範
囲
の

こ
と
を
流
域
と
呼
び
ま
す

。
ま
た

、
こ
の

範
囲
の
面
積
を
流
域
面
積
と
呼
び
ま
す

。

日
本
で
一
番

、
流
域
面
積
が
大
き
な
川
は

利
根
川
で
す

。

 
関
東
地
方
整
備
局
で
は

、
平
成
二
十

一
年
九
月
三
日

、
首
都
圏
直
下
型
地
震

（
震
度
６
強

）
が
発
生
し
た
と
想
定

し

、
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

。

 
訓
練
は

、
地
震
発
生
時
の
鬼
怒
川
・

小
貝
川
の
堤
防
等
の
河
川
管
理
施
設
の

被
害
状
況
の
点
検

、
情
報
収
集
・
伝

達

、
首
都
圏
の
重
大
災
害
事
務
所
へ
の

応
援
隊
の
派
遣
及
び
被
害
発
生
後
の
復

旧
検
討
等

、
実
践
的
な
演
習
を
行
う
こ

と
に
よ
り

、
迅
速
・
的
確
な
災
害
対
応

及
び
適
切
な
広
報
活
動
の
円
滑
化
が
期

待
さ
れ
ま
す

。

総
合
地
震
防
災
訓
練
実
施

 

下
館
河
川
事
務
所

河
川
整
備
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す

。

　
鬼
怒
川
･
小
貝
川
で
は

、
国

、
自
治

体

、
住
民
が
一
体
と
な

っ
た

「
三
位
一
体

の
河
川
管
理

」
を
推
進
し
て
い
ま
す

。

 
具
体
的
な
取
組
と
し
て

、
以
降
に
示
す

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
w
i
t
h
リ

バ
ー

」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る
市
民
と
行

政
と
の
協
働
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
が
あ
り
ま

す

。

河
川
の
整
備
に
つ
い
て

(

第
一
回

)

『パートナーシップwithリバー』プロジェクト　　
～地域との川を軸とした協働・連携事業～

・河川事業への理解向上

・防災意識の向上

・伐採木処理コスト縮減

・行政サービスの向上

・防災意識の向上

・材料費のコスト縮減

・治水安全度の向上

・利便性の向上

・生活環境の改善

下館河川事務所

◆「パートナーシップwithリバー」　プロジェクトによる自治体
との連携

  地域との川を軸とした協働・連
携事業

伐採木を利用
した階段

しいたけの原木
としての提供

河川管理上支障となる樹木を伐採した際
に発生する伐採木を処分するのではなく、
沿川自治体１９市町と協働・連携し「災害
時の資材」や「河川の維持管理・流域のイ
ベントでの活用」、「利用する人に優しい川
づくりへの利活用」を図ることにより、「河川
行政への理解」及び「防災意識の向上」を
図ります。

 
下
館
河
川
事
務
所
で
管
理
し
て
い
る
鬼

怒
川
・
小
貝
川
の
流
域
に
は
約
一
八
五
万

人
が
暮
ら
し
て
お
り

、
首
都
圏
や
宇
都
宮

市
へ
の
通
勤
圏
と
し
て

、
T
X
線
の
開
通

や
圏
央
道
及
び
北
関
東
自
動
車
道
整
備
の

推
進
な
ど
に
よ
り

、
急
速
に
発
展
し
て
い

ま
す

。
こ
の
た
め

、
地
域
の
安
全
・
安
心

で
う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め

、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
河
川
整
備
の

重
要
性
が
一
層
高
ま

っ
て
お
り
ま
す

。
そ

こ
で
本
紙
面
を
活
用
し
て

、
下
館
河
川
事

務
所
で
行

っ
て
い
る
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　超面白ミュージカル『地震カミナリ火事オヤジ』
 ●公演日時　　 2009年10月3日（土）　会場16:30、開演17:00
 ●公演場所　　取手市民会館
 ●チケット　　　全席自由席　前売り3,000円　　当日3,500円
 ●お問い合わせ・お申し込み先

　　　　　　　　　　　　実行委員会事務局（取手市消防本部総務課内）電話　0297(74)1479　土日祝除く平日 9:00～17:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふるさときゃらばんチケットセンター　 電話　0120(057)761　土日祝除く平日10:00～18:00

取組事例（ベンチの製作・設置）

　
コ
ス
モ
ス
の
花
を
ご
自
由
に
お
持
ち
帰

り
で
き
ま
す

。

　
◎
場
所

　
　
小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
花
畑

（
南

 
 

側

）

　
◎
期
間

　
　
九
月
二
十
六
日

（
土

）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
四
日

（
日

）

　
◎
協
力
金
　
お
一
人
様
　
一
〇
〇
円

問
い
合
せ
先

　
下
妻
市
役
所
　
都
市
整
備
課

 

（
〇
二
九
六
ー
四
三
ー
二
一
一
一

）

【
問
い
合
せ
先

】

（
社

）
日
本
河
川
協
会

｢

き
れ
い
な
川
と
暮
ら

そ
う

｣

基
金
事
務
局


	原稿 (発行)

